
第 4488 回伝統建築文化推進協議会 	 

定例会 	 議事録 	 
平成 2288 年 11 月 1188 日（月） 	 

於 	 中目黒 	  
PPMM..77::0000〜88::3300 	 

 	 

１．�会員状況報告 	 

狩野会員が交通事故に遭われ、郡山の太田総合病院に入院中。退院は 33 月頃になる予定

とのこと。速やかな快癒をお祈り申し上げます。 	 

 	 

２．�例会議題 	 

--11．�「都耐協の経緯と木造 44 階建て旅館の耐震診断について」ついて（末延会員） 	 

・都耐協の経緯 	 

各基礎自治体が行っている、耐震診断の相談を東京都へ相談された場合の窓口と

して都耐協（東京都木造住宅耐震診断登録事務所協議会）は設置された。もう 1100

年近く続き、登録は約 550000 社ほどになった。東京都まちづくりセンターのホームペ

ージに登録への案内がある。 	 

活動は都庁などで行う一般の方々を対象とした無料耐震相談会と構造の先生の

講演を年 22 回開いている。それから泊まり込み親睦会など。 	 

必ずしも都耐協の会員であることが自治体の耐震診断の補助が出るというわけ

ではない。従来通り、各区や市町村の判断による。 	 

近年は国の制度も始まり、これは木造も含め、RRCC、SS、SSRRCC のそれぞれの登録制度

ができた。現在会員となり、登録するためにはこの国の講習会を受けることが前提

となった。 	 

 	 

・木造 44 階建て旅館の耐震診断 	 

 	 

--22..狩野会員のお見舞いについて 	 

 	 ・病院まで見学がてらお見舞いに伺う計画をたてる。日程の連絡は後日田代から行う。 	 

 	 

 	 



３．�今後の会員の研究課題について 	 

 	  	 ・東日本大震災での礎石より水平移動した総門（高橋会員予定） 	 

・  	 〃 	  	  	  	  	  	  	  	  	 〃 	  	  	  	 鳥居（第 1155 回定例で済） 	 

・  	 〃 	  	  	  	  	  	  	  	  	 〃 	  	  	  	 本殿（高橋会員予定） 	 

 	  	 ・ 	  	  	  	 〃 	  	  	  	  	  	  	  	  	 〃 	  	  	  	 門 	  	 ((高橋会員予定)) 	 

・震災と土蔵（上遠野） 	  	  	  	  	  	  	  	  	  	 （第 99 回定例で終了済） 	 

 	  	 ・震災と民家（岡田会員予定） 	  	 ・震災と町屋（未定） 	 

 	  	 ・店蔵・土蔵の左官震災復興支援委員会の創設((上遠野)) 	  	 

 	  	 ・伝統工法の断熱の向上方法((塙会員予定)) 	 

 	  	 ・町屋の構造解析法の解説((松嶋会員)) 	 

 	  	 ・伝統工法の寺院の倒壊メカニズムの研究（全員、随時開催） 	 

・文化財改修工事願成寺（狩野会員）開催済 	 

・伝統工法の各部詳細について 	 その 11 	 基礎（狩野会員）開催済 	 

・限界耐力計量法について（松嶋会員）開催済 	 

・いわき市の震災で被害を受けた寺院の分析（高橋清会員他）開催済 	 

・和風伝統文化（畳文化）の衰退の主因と復興（小西会員） 	 

・その他 	  	  	 

 	 

 	 

 	 ４..今回定例 	 

 	  	  	  	 日時：平成 2288 年 11 月 1188 日（月）PPMM..77::0000〜88::3300 	 

場所：目黒区中目黒 3−1—33 	 東急設計コンサルタント、2階第 3応接室。 	 
最寄り駅：東横線・日比谷線中目黒駅、 
山手通側正面出口、改札を出て右の南へ徒歩 5分、 
駒沢通りとの交差点（中目黒立体交差）ガソリンスタンド隣 

 
５．�次回定例日及び、イベント日等 	 

 	 日時：平成 2288 年 22 月 88 日（月）PPMM..77::0000〜88::3300 	 

場所：目黒区中目黒 3−1—33 	 東急設計コンサルタント、2階応接室 	 
 	 

 	 

連絡先 	 事務局担当 	 田代信子 	 

 	  	  	  	  	  	 TTEELL／FFAAXX::004455--884455--66222211 	 （昼間留守中は留守電へお願い致します） 	 

EE--mmaaiill::nnoonnnnoonn@@aannnnoo--ssppeerroo..oorrgg 	 

 	  	  	  	  	  	  	  	 ※出欠の連絡は、田代信子会員宛お願い致します。 	 

 	 

 	 


